
































































































ゼ Lyn と CXCR4 が脂質ラフトとよばれる細
胞膜上の微小分画上で結合することが必要であ
ることを明らかにしました。これらの知見より，
CML 細胞の骨髄残存を阻止し，再発を防ぐた
めには，CXCR4 の直接阻害のみでなく，Lyn
の阻害が有効であり，脂質ラフト内のコレステ
ロール成分も新たな標的となる可能性が示唆さ
れます。　　
　今後も，白血病細胞の生存・増殖に作用する
因子とその作用機序を明らかにし，より効果的
な診断，治療，予防を含めた癌医療の新たな展
開に寄与していきたいと考えています。
　最後になりましたが，本研究の遂行にあたり，
大阪癌研究会から平成 21 年度一般学術研究助
成を賜りましたことを深く感謝いたします。貴
財団の益々の御発展を祈念いたします。
＊順天堂大学医学部臨床検査医学講座
　平成 21 年度一般学術研究助成金交付者
